
(57)【要約】

【課題】　軽量化を犠牲にせずに、高い圧縮強度を確保

して、音響特性の向上を安価に実現することのできるス

ピーカフレーム及びスピーカフレームを備えたスピーカ

装置を提供する。

【解決手段】　スピーカフレーム１０において、後端壁

部３１及びダンパ支持部３３にエッジ支持部３５を連結

する複数本のフレームアーム３７は、エッジ支持部３５

からダンパ支持部３３側に向かって徐々に幅が増大する

と共に、隣接するフレームアーム３７相互の互いに対向

した側縁３７ａのダンパ支持部３３側の端部が、隣接す

るフレームアーム３７間の角の二等分線を対称軸とする

単一の滑らかな曲線状に連続する構成とし、且つ、各フ

レームアーム３７には、開口縁に補強用リブ４１，４２

が立設された通気窓３８を装備する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 磁 気 回 路 を 固 定 す る 後 端 壁 部 と 、 該 後 端 壁 部 か ら 前 方 に 所 定 距 離 だ け 延 出 し た 位 置 に 形
成 さ れ た ダ ン パ 支 持 部 と 、 更 に 該 ダ ン パ 支 持 部 か ら 前 方 に 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に 装 備 さ れ
て 振 動 板 外 周 の エ ッ ジ が 貼 着 固 定 さ れ る エ ッ ジ 支 持 部 と 、 前 記 後 端 壁 部 及 び ダ ン パ 支 持 部
に 前 記 エ ッ ジ 支 持 部 を 連 結 す る 複 数 本 の フ レ ー ム ア ー ム と 、 を 一 体 形 成 し た ス ピ ー カ フ レ
ー ム で あ っ て 、
　 各 フ レ ー ム ア ー ム は 、 エ ッ ジ 支 持 部 か ら ダ ン パ 支 持 部 側 に 向 か っ て 徐 々 に 幅 が 増 大 す る
と 共 に 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム 相 互 の 互 い に 対 向 し た 側 縁 の ダ ン パ 支 持 部 側 の 端 部 が 、
隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム 間 の 角 の 二 等 分 線 を 対 称 軸 と す る 単 一 の 滑 ら か な 曲 線 状 に 連 続 し
、
　 各 フ レ ー ム ア ー ム の 幅 方 向 の 中 央 部 に は 、 単 一 の 通 気 窓 が 開 口 す る と 共 に 、 前 記 通 気 窓
の 開 口 縁 に は 、 補 強 用 リ ブ が 立 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム ア ー ム の 装 備 数 が ４ 本 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ピ ー カ
フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 後 端 壁 部 及 び エ ッ ジ 支 持 部 及 び フ レ ー ム ア ー ム が 、 鋼 板 の プ レ ス 成 形 に よ っ て 一 体
形 成 さ れ 、 前 記 通 気 窓 の 開 口 縁 の 補 強 用 リ ブ は 、 プ レ ス 加 工 に よ る 切 り 起 こ し 、 又 は 絞 り
加 工 に よ っ て フ レ ー ム ア ー ム に 一 体 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ス
ピ ー カ フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ フ レ ー ム を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ス ピ
ー カ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ピ ー カ の 振 動 系 を 支 持 す る ス ピ ー カ フ レ ー ム 及 び ス ピ ー カ フ レ ー ム を 備 え
た ス ピ ー カ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 実 用 さ れ て い る ス ピ ー カ 装 置 の 殆 ど が 動 電 形 の ス ピ ー カ で 占 め ら れ て い る 。 こ れ は
、 動 電 形 ス ピ ー カ は 、 振 幅 を 大 き く と れ る た め に 低 音 再 生 限 界 を 伸 ば せ る こ と や 、 設 計 に
よ っ て は か な り の 能 率 を 実 現 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
　 動 電 形 の ス ピ ー カ 装 置 は 、 通 常 、 振 動 板 や ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン 等 の 振 動 系 を 支 持 す る ス
ピ ー カ フ レ ー ム の 後 端 壁 に 、 磁 気 回 路 が 固 定 さ れ た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 動 電 形 の ス ピ ー カ 装 置 に お け る ス ピ ー カ フ レ ー ム の 後 面 図 で あ る 。
　 こ の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ は 、 磁 気 回 路 を 固 定 す る 後 端 壁 部 １ ０ ２ と 、 こ の 後 端 壁 部
１ ０ ２ か ら 前 方 に 所 定 距 離 だ け 延 出 し た 位 置 に 形 成 さ れ た ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ と 、 更 に こ
の ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ か ら 前 方 に 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に 装 備 さ れ た エ ッ ジ 支 持 部 １ ０ ５ と
、 後 端 壁 部 １ ０ ２ 及 び ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ に 前 記 エ ッ ジ 支 持 部 １ ０ ５ を 連 結 す る 複 数 本 の
フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ と を 、 鋼 板 の プ レ ス 成 形 に よ り 一 体 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ は 、 振 動 板 の 内 周 に 接 続 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン を ス ピ ー カ 中 心
軸 線 に 沿 っ て 進 退 自 在 に 支 持 す る ダ ン パ の 外 周 縁 が 貼 着 ・ 固 定 さ れ る 部 位 で あ る 。
　 エ ッ ジ 支 持 部 １ ０ ５ は 、 振 動 板 の 外 周 に 接 続 さ れ た エ ッ ジ が 貼 着 ・ 固 定 さ れ る 部 位 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ は 、 通 常 、 ス ピ ー カ 中 心 軸 を 起 点 と す る 放 射 状 に 、 ４ 本 又 は ５ 本
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配 置 さ れ て お り 、 幅 寸 法 ｗ を エ ッ ジ 支 持 部 １ ０ ５ 側 か ら ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ 側 ま で 略 一 定
に 設 定 す る と 共 に 、 フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ の 両 側 縁 と ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ の 外 周 円 と の 連
続 部 を 比 較 的 に 小 さ な 円 弧 Ｒ １ に 設 定 し た も の が 多 い （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 な お 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ 相 互 間 の 開 口 １ ０ ７ の 形 状 は 、 フ レ ー ム ア ー ム １
０ ６ の 幅 寸 法 ｗ が 略 一 定 の た め 、 扇 形 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ４ ９ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 ス ピ ー カ フ レ ー ム で は 、 フ レ ー ム の 剛 性 が 低 い と 、 振 動 系 を 介 し て 伝 播 さ れ
る 不 要 波 等 に よ る 共 振 が 発 生 し 、 振 動 板 が 発 生 す る 本 来 の 音 を 濁 す な ど 、 音 響 特 性 の 低 下
を 招 く 。 従 っ て 、 ス ピ ー カ フ レ ー ム で は 、 共 振 の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 で き る だ け 高 い
剛 性 （ 機 械 的 強 度 ） を 付 与 し て お く こ と が 望 ま し い 。 こ の ス ピ ー カ フ レ ー ム の 剛 性 は 、 通
常 、 後 端 壁 部 と エ ッ ジ 支 持 部 と の 間 に ス ピ ー カ 中 心 軸 方 向 の 圧 縮 荷 重 を か け て 、 座 屈 破 壊
す る 時 の 荷 重 に よ っ て 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 し た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ の 場 合 、 圧 縮 荷 重 を か け る と 、 フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６
と ダ ン パ 支 持 部 １ ０ ４ と の 接 続 部 の 小 さ な 円 弧 Ｒ １ に 応 力 集 中 が 起 こ り 易 く 、 フ レ ー ム ア
ー ム １ ０ ６ の 幅 寸 法 ｗ を か な り 大 き く し な い と 、 十 分 な 圧 縮 強 度 を 得 る こ と が 難 し い 。
　 し か し 、 フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ の 幅 寸 法 ｗ を 大 き く す る と 、 そ の 分 、 フ レ ー ム ア ー ム １
０ ６ 相 互 間 の 開 口 １ ０ ７ の 開 口 面 積 が 小 さ く な り 、 振 動 板 背 面 で の 音 の 抜 け が 悪 く な り 、
音 響 特 性 の 低 下 を 招 く 虞 が あ っ た 。
　 ま た 、 フ レ ー ム ア ー ム １ ０ ６ の 幅 寸 法 ｗ の 増 大 が 、 ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ の 軽 量 化 を
損 な う と い う 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 軽 量 化 を 犠 牲 に せ ず に ス ピ ー カ フ レ ー ム の 圧 縮 強 度 を 高 め る 手 段 と し て は 、 ス ピ ー カ フ
レ ー ム を 鋼 板 の プ レ ス 成 形 品 で な く 、 ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 製 に 変 更 す る こ と も 考 え ら れ る
。 し か し 、 ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 製 に す る と 、 材 料 コ ス ト 、 製 造 コ ス ト が 大 幅 に 増 大 し 、 ス
ピ ー カ 装 置 の コ ス ト ア ッ プ を 招 く と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と し て は 、 軽 量 化 及 び 低 コ ス ト 化 を 犠 牲 に せ ず に 、 高 い
圧 縮 強 度 を 確 保 し て 、 音 響 特 性 の 向 上 を 実 現 す る こ と の で き る ス ピ ー カ フ レ ー ム 及 び ス ピ
ー カ フ レ ー ム を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 を 提 供 す る こ と が そ の 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ピ ー カ フ レ ー ム は 、 磁 気 回 路 を 固 定 す
る 後 端 壁 部 と 、 該 後 端 壁 部 か ら 前 方 に 所 定 距 離 だ け 延 出 し た 位 置 に 形 成 さ れ た ダ ン パ 支 持
部 と 、 更 に 該 ダ ン パ 支 持 部 か ら 前 方 に 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に 装 備 さ れ て 振 動 板 外 周 の エ ッ
ジ が 貼 着 固 定 さ れ る エ ッ ジ 支 持 部 と 、 前 記 後 端 壁 部 及 び ダ ン パ 支 持 部 に 前 記 エ ッ ジ 支 持 部
を 連 結 す る 複 数 本 の フ レ ー ム ア ー ム と 、 を 一 体 形 成 し た ス ピ ー カ フ レ ー ム で あ っ て 、 各 フ
レ ー ム ア ー ム は 、 エ ッ ジ 支 持 部 か ら ダ ン パ 支 持 部 側 に 向 か っ て 徐 々 に 幅 が 増 大 す る と 共 に
、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム 相 互 の 互 い に 対 向 し た 側 縁 の ダ ン パ 支 持 部 側 の 端 部 が 、 隣 接 す
る フ レ ー ム ア ー ム 間 の 角 の 二 等 分 線 を 対 称 軸 と す る 単 一 の 滑 ら か な 曲 線 状 に 連 続 し 、 各 フ
レ ー ム ア ー ム の 幅 方 向 の 中 央 部 に は 、 単 一 の 通 気 窓 が 開 口 す る と 共 に 、 前 記 通 気 窓 の 開 口
縁 に は 、 補 強 用 リ ブ が 立 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ フ レ
ー ム を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る ス ピ ー カ フ レ ー ム 及 び ス ピ ー カ フ レ ー ム を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 の 好
適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る ス ピ ー カ フ レ ー ム を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 縦 断 面 図
、 図 ３ は 図 ２ に 示 し た ス ピ ー カ フ レ ー ム の 一 実 施 の 形 態 の 後 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の IV－ IV線
に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 し た ス ピ ー カ 装 置 ２ １ は 、 外 周 部 の 形 状 が 楕 円 形 の 振 動 板 ７ を 使 用 し た 動 電 形
ス ピ ー カ 装 置 で 、 セ ン タ ー ポ ー ル １ を 有 し た ヨ ー ク ２ の 上 部 に は リ ン グ 状 の マ グ ネ ッ ト ３
が 固 着 さ れ て い る 。 マ グ ネ ッ ト ３ の 上 部 に は 、 リ ン グ 状 の プ レ ー ト ４ が 固 着 さ れ て い る 。
こ れ ら の セ ン タ ー ポ ー ル １ 、 ヨ ー ク ２ 、 マ グ ネ ッ ト ３ 、 プ レ ー ト ４ に よ り 、 振 動 板 ７ を 駆
動 す る た め の 磁 気 回 路 ２ ３ が 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 磁 気 回 路 ２ ３ を 構 成 す る プ レ ー ト ４ と セ ン タ ー ポ ー ル １ と に よ っ て 形 成 さ れ る ギ ャ
ッ プ に は 、 ボ イ ス コ イ ル ５ が 巻 回 さ れ た コ イ ル ボ ビ ン ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ イ ル ボ ビ ン ６ に は 、 振 動 板 ７ の 内 周 が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 振 動 板 ７ に は 、 振 動 板
７ の 内 周 開 口 部 を 覆 う よ う に 、 セ ン タ ー キ ャ ッ プ （ ダ ス ト キ ャ ッ プ ） ８ が 貼 付 さ れ て い る
。 振 動 板 ７ の 外 周 縁 部 は 、 プ レ ー ト ４ に 取 付 け ら れ た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ の 前 端 の エ ッ
ジ 支 持 部 に エ ッ ジ ９ を 介 し て 支 持 さ れ て い る 。
　 な お 、 図 中 符 号 １ １ は リ ン グ 状 の パ ッ キ ン 、 符 号 １ ２ は コ ル ゲ ー シ ョ ン ダ ン パ を そ れ ぞ
れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 一 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 磁 気 回 路 ２ ３ を 固 定
す る 後 端 壁 部 ３ １ と 、 こ の 後 端 壁 部 ３ １ か ら 前 方 に 所 定 距 離 だ け 延 出 し た 位 置 に 形 成 さ れ
た ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ と 、 更 に こ の ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ か ら 前 方 に 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に 装 備
さ れ て 振 動 板 ７ の 外 周 の エ ッ ジ ９ の 外 周 縁 が 貼 着 固 定 さ れ る エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ と 、 後 端 壁
部 ３ １ 及 び ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ に エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ を 連 結 す る ４ 本 の フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ と
を 、 鋼 板 の プ レ ス 成 形 に よ っ て 一 体 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ は 、 コ ル ゲ ー シ ョ ン ダ ン パ １ ２ の 外 周 縁 を 貼 着 す る 環 状 の 平 坦 部 で あ
る 。
　 エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ は 、 エ ッ ジ ９ の 外 周 縁 を 貼 着 す る 環 状 の 平 坦 部 ３ ５ ａ と 、 こ の 平 坦 部
３ ５ ａ の 外 周 を 折 り 曲 げ た パ ッ キ ン 押 さ え 壁 ３ ５ ｂ と を 備 え て お り 、 パ ッ キ ン 押 さ え 壁 ３
５ ｂ は 強 度 を 向 上 さ せ る 補 強 用 リ ブ と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 各 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ は 、 エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ か ら ダ ン パ 支 持 部 ３
３ 側 に 向 か っ て 徐 々 に 幅 寸 法 ｗ が 増 大 す る と 共 に 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ 相 互 の 互
い に 対 向 し た 側 縁 ３ ７ ａ の ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ 側 の 端 部 が 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ 間
の 角 の 二 等 分 線 Ａ ｘ ， Ａ ｙ を 対 称 軸 と す る 単 一 の 滑 ら か な 曲 線 状 に 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 各 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 幅 方 向 の 中 央 部 に は 、 単 一 の 通 気 窓 ３ ８ が 開 口 す る と 共
に 、 こ の 通 気 窓 ３ ８ の 開 口 縁 と フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 両 側 縁 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ
れ ぞ れ 、 補 強 用 リ ブ ４ １ ， ４ ２ が 立 設 さ れ て い る 。
　 上 記 の 補 強 用 リ ブ ４ １ ， ４ ２ は 、 プ レ ス 加 工 に よ る 切 り 起 こ し 、 又 は 絞 り 加 工 に よ っ て
フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ に 一 体 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 に 説 明 し た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ で は 、 ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ の 外 周 と フ レ ー ム ア ー ム
３ ７ の 接 続 部 は 、 図 ３ に 矢 印 （ イ ） ， （ ロ ） で 示 す よ う に 、 曲 率 半 径 の 大 き な 湾 曲 線 に な
る た め 、 圧 縮 荷 重 を 受 け た 場 合 で も 、 該 接 続 部 に 応 力 集 中 が 起 こ ら な い 。 従 っ て 、 ま ず 、
応 力 集 中 の 回 避 に よ り 、 圧 縮 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
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　 そ し て 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ は 、 幅 寸 法 ｗ が エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ か ら ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ に
向 か っ て 徐 々 に 増 大 す る テ ー パ 状 に な る た め 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 平 均 的 な 幅 寸 法 が 増
大 し 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 断 面 積 の 増 大 に よ る 圧 縮 強 度 の 向 上 も 実 現 で き る 。
　 ま た 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ が 幅 広 に な っ て も 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ に は 通 気 窓 ３ ８ が 開
口 し て い る た め 、 後 方 へ の 音 の 抜 け が 阻 害 さ れ る こ と が な い 。
　 ま た 、 通 気 窓 ３ ８ の 開 口 縁 に 装 備 し た 補 強 用 リ ブ ４ １ も 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 圧 縮 強
度 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ で は 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ と ダ ン パ 支 持 部
３ ３ と の 接 続 部 に お け る 応 力 集 中 の 回 避 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 幅 寸 法 ｗ の 増 大 に よ る 圧
縮 強 度 の 向 上 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ に 装 備 さ れ た 通 気 窓 ３ ８ の 開 口 縁 の 補 強 用 リ ブ ４ １ に
よ る フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 強 度 向 上 等 が 相 乗 し 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 圧 縮 強 度 を 大 幅 に
向 上 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 不 要 波 振 動 の 伝 播 に よ る フ レ ー ム の 共 振 を 防 止 し て
、 音 響 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ に 装 備 し た 通 気 窓 ３ ８ の た め に 、 振 動 板 の 後 方 へ の 音 抜 け が
改 善 さ れ 、 こ れ に よ り 音 響 特 性 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
　 ま た 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ に 装 備 し た 通 気 窓 ３ ８ は 、 重 量 化 を 防 止 す る 肉 抜 き と し て も
機 能 す る た め 、 軽 量 化 を 損 な う こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ で は 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 本 数 が 、 ４ 本
で 、 比 較 的 に 少 数 で あ る た め 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 構 造 が 繁 雑 化 せ ず 、 フ レ ー ム ア ー ム
３ ７ の 構 造 の 単 純 化 に よ る コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ で は 、 製 造 法 と し て 、 量 産 に よ る 低 コ ス ト
化 に 適 し た プ レ ス 成 形 が 採 用 さ れ る た め 、 ス ピ ー カ の 低 コ ス ト 化 を 実 現 す る こ と が で き る
。
　 ま た 、 プ レ ス 成 形 に よ り 、 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の 両 側 や 通 気 窓 ３ ８ の 開 口 縁 に 補 強 用 リ
ブ ４ １ ， ４ ２ を 一 体 成 形 す る こ と で 、 軽 量 で 、 高 い 圧 縮 強 度 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ を 得
る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 本 実 施 の 形 態 の 作 用 効 果 を 確 認 す る た め 、 図 ３ に 示 し た 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 備
え た 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ と 、 図 １ に 示 し た 従 来 の 構 成 の ス ピ ー カ フ
レ ー ム １ ０ １ と に つ い て 、 圧 縮 強 度 の 測 定 試 験 を 実 施 し て 、 比 較 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ の 特 性 曲 線 ｆ １ は 、 口 径 が ６ セ ン チ メ ー ト ル × ９ セ ン チ メ ー ト ル の 楕 円 型 で 、 エ ッ
ジ 支 持 部 か ら ダ ン パ 支 持 部 ま で の 軸 方 向 寸 法 が 大 き い 深 形 で 従 来 の 構 成 に 準 じ た ス ピ ー カ
フ レ ー ム １ ０ １ に 対 す る 圧 縮 強 度 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ５ の 特 性 曲 線 Ｆ １ は 、 口 径 及 び
深 さ は 同 一 で あ る が 図 ３ に 示 し た 構 成 を 持 つ 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０
に 対 す る 圧 縮 強 度 を 示 し て い る 。
　 従 来 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ の 場 合 は 圧 縮 強 度 が 約 １ ７ ５ ｋ ｇ ｆ で あ る の に 対 し て 、
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ の 場 合 は 、 圧 縮 強 度 が 約 ２ ５ ０ ｋ ｇ ｆ で 、 約
４ ３ ％ の 強 度 ア ッ プ が 実 現 さ れ て い る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ の 特 性 曲 線 ｆ ２ は 、 口 径 が １ ６ セ ン チ メ ー ト ル の 円 型 で 、 エ ッ ジ 支 持 部 か ら ダ ン パ
支 持 部 ま で の 軸 方 向 寸 法 が 大 き い 深 形 で 従 来 の 構 成 に 準 じ た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ に 対
す る 圧 縮 強 度 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ６ の 特 性 曲 線 Ｆ ２ は 、 口 径 及 び 深 さ は 同 一 で あ る が
図 ３ に 示 し た 構 成 を 持 つ 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ に 対 す る 圧 縮 強 度 を
示 し て い る 。
　 従 来 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ の 場 合 は 圧 縮 強 度 が 約 ２ ３ ６ ｋ ｇ ｆ で あ る の に 対 し て 、
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本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ の 場 合 は 、 圧 縮 強 度 が 約 ２ ７ １ ｋ ｇ ｆ で 、 約
１ ５ ％ の 強 度 ア ッ プ が 実 現 さ れ て い る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ の 特 性 曲 線 ｆ ３ は 、 口 径 が １ ６ セ ン チ メ ー ト ル の 円 型 で 、 エ ッ ジ 支 持 部 か ら ダ ン パ
支 持 部 ま で の 軸 方 向 寸 法 が 小 さ い 浅 形 で 従 来 の 構 成 に 準 じ た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ に 対
す る 圧 縮 強 度 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ７ の 特 性 曲 線 Ｆ ３ は 、 口 径 及 び 深 さ は 同 一 で あ る が
図 ３ に 示 し た 構 成 を 持 つ 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ に 対 す る 圧 縮 強 度 を
示 し て い る 。
　 従 来 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ １ の 場 合 は 圧 縮 強 度 が 約 １ ０ ３ ｋ ｇ ｆ で あ る の に 対 し て 、
本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ の 場 合 は 、 圧 縮 強 度 が 約 １ ４ ０ ｋ ｇ ｆ で 、 約
３ ６ ％ の 強 度 ア ッ プ が 実 現 さ れ て い る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 構 成 に よ る 圧 縮 強 度 の 向 上 は 、 図 ５ 乃 至 図 ７ に 示 し た よ う に 、 振 動 板 形 状 が 楕
円 形 及 び 円 形 の い ず れ の 場 合 で も 確 認 で き 、 ま た 、 振 動 板 の 傾 斜 が 急 に な る 深 形 の 場 合 で
も 、 振 動 板 の 傾 斜 が 緩 や か に な る 浅 形 の 場 合 で も 確 認 で き た 。 し か し 、 楕 円 形 の 場 合 、 浅
形 の 場 合 に 、 よ り 高 い 効 果 が 発 揮 さ れ る 傾 向 が 見 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 フ レ ー ム ア ー ム の 装 備 数 は 、 い ず れ も ４ 本 と し た が 、 そ れ
以 外 の 適 宜 本 数 に 増 減 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 詳 述 し た よ う に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ フ レ ー ム は 、 磁 気 回 路 ２ ３ を
固 定 す る 後 端 壁 部 ３ １ と 、 該 後 端 壁 部 ３ １ か ら 前 方 に 所 定 距 離 だ け 延 出 し た 位 置 に 形 成 さ
れ た ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ と 、 更 に 該 ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ か ら 前 方 に 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に 装 備
さ れ て 振 動 板 外 周 の エ ッ ジ が 貼 着 固 定 さ れ る エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ と 、 後 端 壁 部 ３ １ 及 び ダ ン
パ 支 持 部 ３ ３ に エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ を 連 結 す る 複 数 本 の フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ と 、 を 一 体 形 成
し た ス ピ ー カ フ レ ー ム １ ０ で あ っ て 、 各 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ は 、 エ ッ ジ 支 持 部 ３ ５ か ら ダ
ン パ 支 持 部 ３ ３ 側 に 向 か っ て 徐 々 に 幅 が 増 大 す る と 共 に 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ 相
互 の 互 い に 対 向 し た 側 縁 の ダ ン パ 支 持 部 ３ ３ 側 の 端 部 が 、 隣 接 す る フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ 間
の 角 の 二 等 分 線 を 対 称 軸 と す る 単 一 の 滑 ら か な 曲 線 状 に 連 続 し 、 各 フ レ ー ム ア ー ム ３ ７ の
幅 方 向 の 中 央 部 に は 、 単 一 の 通 気 窓 ３ ８ が 開 口 す る と 共 に 、 通 気 窓 ３ ８ の 開 口 縁 に は 、 補
強 用 リ ブ ４ １ ， ４ ２ が 立 設 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 軽 量 化 及 び 低 コ ス ト 化 を 犠 牲 に せ ず に 、 高 い 圧 縮 強 度 を 確 保 し て 、 ス ピ ー
カ 装 置 の 音 響 特 性 の 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 の ス ピ ー カ フ レ ー ム の 後 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ス ピ ー カ フ レ ー ム を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た ス ピ ー カ フ レ ー ム の 一 実 施 の 形 態 の 後 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の IV－ IV線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 準 じ た 第 １ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム と 従 来 の ス ピ ー カ フ
レ ー ム と の 圧 縮 強 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 準 じ た 第 ２ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム と 従 来 の ス ピ ー カ フ
レ ー ム と の 圧 縮 強 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 準 じ た 第 ３ 実 施 例 の ス ピ ー カ フ レ ー ム と 従 来 の ス ピ ー カ フ
レ ー ム と の 圧 縮 強 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ７ 　 振 動 板
　 ９ 　 エ ッ ジ
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　 １ ０ 　 ス ピ ー カ フ レ ー ム
　 １ ２ 　 コ ル ゲ ー シ ョ ン ダ ン パ
　 ２ １ 　 ス ピ ー カ 装 置
　 ２ ３ 　 磁 気 回 路
　 ３ １ 　 後 端 壁 部
　 ３ ３ 　 ダ ン パ 支 持 部
　 ３ ５ 　 エ ッ ジ 支 持 部
　 ３ ７ 　 フ レ ー ム ア ー ム
　 ３ ８ 　 通 気 窓
　 ４ １ ， ４ ２ 　 補 強 用 リ ブ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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